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NYマーケットレポート（2014年 9月 4日) 
NY 市場では、序盤に発表された ADP 雇用統計が市場予想を下回る結果となったことから、ドルはやや軟調な動きとなった。しかし、その

後に発表された米貿易収支で、赤字額が 3 ヵ月連続で縮小したことや、ISM 非製造業景況指数が 9 年ぶりの高水準となったことを受けてド

ルが買われ、ドル/円は 105.38 まで上昇し、1 月 2 日以来の高値を付ける動きとなった。一方、ユーロは、ECB が予想外の利下げを発表し

たことから、大半の主要通貨に対して下落する動きとなった。また、利下げを好感して株価が堅調な動きとなったことから、豪ドルなどの資源

国通貨は堅調な動きとなった。しかし、午後には、株価が上げ幅を縮小する動きとなり、終盤にマイナス圏まで下落する動きとなったことを受

けて、ドル円・クロス円も引けにかけてやや軟調な動きが続いた。 
 

 
(出所：SBILM) 
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NY 市場レポート 
 

欧州市場 

 

20：45 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

欧州中銀 政策金利発表 0.05％（予想 0.15％・前回 0.15％） 

 

限界貸出金利 0.30％（予想 0.40％・前回 0.40％） 

 

中銀預金金利 -0.20％（予想 -0.10%・前回 -0.10％）  

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 
(出所：ネットダニアー) 
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21：00 
ドル/円 105.06  ユーロ/円 137.10  ユーロ/ドル 1.3049 
 

21：00 
欧州株式市場・米株価指数先物 

欧州主要株価 株価 前日比 米株価先物 株価 前日比  

英 FT100 6897.20 +23.62 ダウ INDEX 
FUTURE 17113 +40  

 

仏 CAC40 4464.31 +42.44 S&P500 
FUTURE 2004.80 +6.00  

 

独 DAX 9648.64 +22.15 NASDAQ 
FUTURE 4079.75 +8.00 

 

 
(出所：SBILM) 

 

 

21：15 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

8月 ADP雇用統計 20.4万人（予想 22.0万人・前回 21.2万人） 

前回発表の 21.8万人から 21.2万人に修正 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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指標結果データ 

≪ADP雇用統計≫ 

              8月・・7月・・6月・・5月・・4月・・3月・・2月 

ADP雇用者数（前月比）・・・20.4・・21.2・・28.1・・17.5・・21.5・・19.8・・19.3 

                                   （万人） 

 

 
(出所：ネットダニアー) 

 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

新規失業保険申請件数 30.2万件（予想 30.0万件・前回 29.8万件） 

 

失業保険継続受給者数 246.4万人（予想 251.0万人・前回 252.8万人） 

前回発表の 252.7万人から 252.8万人に修正 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

経済指標データ 

≪新規失業保険申請件数・継続受給者数≫ 

       申請件数・・・前週比・・4週移動平均・・受給者数・・受給者比率 

14/08/23・・・302,000・・・ +4,000・・・302,750・・・・＊＊＊＊・・・＊＊＊ 

14/08/23・・・298,000・・・ -1,000・・・299,750・・・・2,464,000・・・・1.9％ 

14/08/16・・・299,000・・・-13,000・・・301,000・・・・2,528,000・・・・1.9％ 

14/08/09・・・312,000・・・+22,000・・・296,000・・・・2,502,000・・・・1.9％ 

14/08/02・・・290,000・・・-13,000・・・293,750・・・・2,549,000・・・・1.9％ 

14/07/26・・・303,000・・・+24,000・・・297,500・・・・2,519,000・・・・1.9％ 

14/07/19・・・279,000・・・-24,000・・・300,750・・・・2,542,000・・・・1.9％ 

14/07/12・・・303,000・・・ -2,000・・・309,250・・・・2,508,000・・・・1.9％ 

14/07/05・・・305,000・・・-11,000・・・312,000・・・・2,508,000・・・・1.9％ 

14/06/28・・・316,000・・・ +3,000・・・315,250・・・・2,586,000・・・・2.0％ 

14/06/21・・・313,000・・・ -1,000・・・314,500・・・・2,575,000・・・・2.0％ 

14/06/14・・・314,000・・・ -4,000・・・312,250・・・・2,568,000・・・・2.0％ 

14/06/07・・・318,000・・・ +5,000・・・315,500・・・・2,559,000・・・・1.9％ 

受給者数は集計が 1週間遅れる 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

7月米貿易収支 -405億 USD（予想 -424億 USD・前回 -408億 USD） 

前回発表の-415億 USDから-408億 USDに修正 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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指標結果データ 

≪米貿易収支≫ 

        7月・・・・6月・・・5月・・・4月・・・3月・・・2月・・・前年同月 

入出超・・・・-405.46・・-408.1・・-434.7・・-459.8・・-431.2・・-425.9・・-394.2 

輸出・・・・・・1980.2・・1962.0・・1961.7・・1938.8・・1939.4・・1881.5・・1899.0 

輸入・・・・・・2385.7・・2370.1・・2396.4・・2398.6・・2370.6・・2307.4・・2293.2 

                               （単位 億ドル） 

 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

7月カナダ国際商品貿易 25.8億 CAD（予想 11.5億 CAD・前回 18.3億 CAD） 

前回発表の 18.6億 CADから 18.3億 CAD 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

21：40 

≪ 要人発言 ≫ 

ドラギ ECB総裁～定例会見 

 

・「ECBは ABS購入を開始する」 

・「広範囲な ABSポートフォリオの購入を開始する」 

・「ECBによる購入はバランスシートに大きな影響与える」 

・「成長の勢いは弱まった」 

 

・「非伝統的な措置の活用で委員会は全会一致」 

・「ECBは必要に応じた他の措置活用の決意で全会一致」 

・「4-6月の経済動向は予想より弱かった」 

・「経済見通しへのリスクは下向き」 

 

・「政策委員会はインフレへのリスクを注意深く監視」 

・「物価への地政学的、為替による影響も注視」 

・「この日の決定は全会一致ではなかった」 

・「ECBの金利は下限制約に達した」 

 

・「金利の技術的な調整はもはや可能ではない」 

・「量的緩和について話し合った」 

・「一部の委員はさらなる措置に前向き」 

・「量的緩和話し合った、一部委員は一段の行動望んだ」 

 

・「この日決定の措置の主な目的は信用緩和」 

・「現段階で ABS購入の規模を試算するのは困難」 
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≪ポイント≫  

 

2014年 ECB成長率見通しは 0.9％（従来予想 1.0％） 

2015年 ECB成長率見通し 1.6％（従来予想 1.7％） 

2016年 ECB成長率見通し 1.9％（従来予想 1.8％） 

 

2014年 ECBインフレ率見通し 0.6％（従来予想 0.7％） 

2015年 ECBインフレ率見通し 1.1％（従来と同じ） 

2016年 ECBインフレ率見通し 1.4％（従来と同じ） 

 

22：33 

米主要株価 

米主要株 株価 前日比 

ダウ平均 17100.02 +21.74 

ナスダック 4579.68 +7.11 
                                               (出所：SBILM) 

 

22：45 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

マークイット米国サービス業 PMI 59.5（予想 58.5・前回 58.5） 

 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

8月 ISM非製造業景況指数 59.6（予想 57.7・前回 58.7） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

経済指標データ 

≪ISM非製造業景況指数≫ 

       8月・・7月・・6月・・・5月・・4月・・3月・・2月 

総合指数・・・59.6・・58.7・・56.0・・56.3・・55.2・・53.1・・51.6 

景況指数・・・65.0・・62.4・・57.5・・62.1・・60.9・・53.4・・54.6 

仕入価格・・・57.7・・60.9・・61.2・・61.4・・60.8・・58.3・・53.7 

新規受注・・・63.8・・64.9・・61.2・・60.5・・58.2・・53.4・・51.3 

雇用者数・・・57.1・・56.0・・54.4・・52.4・・51.3・・53.6・・47.5 
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23：30 

≪ NY株式市場 序盤≫ 

序盤の株式市場は、ECBが理事会で追加利下げなどの景気刺激策を打ち出したことを受けて、欧州の主要株価が上昇したことを好

感して、堅調な動きとなっている。ダウ平均株価は、序盤から堅調な動きとなり、一時前日比で 83ドル高まで上昇する動きとな

っている。 

 

0：05 

≪EIA米週間在庫統計≫ 

 

原油在庫・・・・90.5万バレル減少 

ガソリン在庫・・232万バレル減少 

留出油在庫・・・60.5万バレル増加 

 

 

≪ 経済指標のポイント ≫ 

（1） ECBは、ユーロ圏 18ヵ国の金融政策を決める理事会で、大方の予想に反して政策金利を引き下げた。経済成長を支えデフ

レを回避するため、3つの政策金利全ての利下げに踏み切った。主要政策金利を 0.10％引き下げ、過去最低の 0.05％とし、限界

貸出金利を 0.1％引き下げの 0.30％、中銀預金金利を 0.1％引き下げの-0.20％とすることを決定した。 

 

 

（2）米失業保険申請件数は、前週比+0.4万件の 30.2万件となり、市場予想の 30.0万件をやや上回った。申請件数の 4週移動平

均は、前週比+0.3万件の 30万 2750人となった。集計が 1週遅れる失業保険継続受給者数は、前週比 -6.4万人の 246.4万人と

なり、2007年 6月 16日までの週以来の低水準となった。受給者総数の 4週移動平均は、前週比-1万 3750人の 251万 750人で、

2007年 7月 7日までの週以来の低水準となった。また、受給者比率は、前週から横ばいの 1.9％となった。 

 

 

（3）7月の米貿易収支では、国際収支ベースの赤字額が前月比-0.6％の 405億 4600万ドルと 3ヵ月連続で縮小した。輸出が英国、

メキシコ向けの好調で過去最高を更新する一方、カナダからの輸入が減少となったことから、貿易赤字が縮小した。 

 

 ①輸出総額は+0.9％の 1980億 2300万ドル、輸入総額は+0.7％の 2385億 6800万ドルとなった。輸出では、自動車・同部品が

大きく伸びたほか、燃料油や通信機器も増加した。輸入では、民間航空機や半導体、携帯電話・その他家庭用品が減った。モノ

の貿易赤字は、+20.7％の 712億 5000万ドルだった。 

 

 ②原油の平均輸入価格は 1バレル当たり 97.81ドルと 2013年 10月以来の水準に上昇した。国別では、対日赤字は+14.5％の 62

億 500万ドル、対中赤字は+2.7％の 308億 6300万ドル、対 EU赤字は+17.8％となった。 

 

 

（4）米 4-6月期の非農業部門の労働生産性確定値は、年率換算で前期比+2.3％となり、速報値から 0.2ポイント下方修正された。

生産、労働時間ともに伸び、2013年 10-12月期以来の大きな上昇率となった。前年同期比は+1.1％だった。 

 

 ①賃金の指標である単位労働コストは、前期比-0.1％、前年同期比は+1.7％となった。 

 

 ②労働生産性の生産が前期比+5.0％、前年同期比+3.2％、労働時間は前期比+2.6％、前年同期比で+2.0％。時間当たりの労働

報酬は名目ベースで前期比+2.3％、前年同期比は+2.8％だった。また、物価動向を考慮した実質ベースは、前期比-0.7％、前年

同期比で+0.8％だった。   

 

 ③製造業の生産性は、前期比+3.3％、生産は+6.9％、労働時間は+3.5％。前年同期比の生産性は+2.1％、生産が+3.7％、労働

時間が+1.6％となった。 

 

欧州主要株価 終値 前日比 

英 FT100 6877.97 +4.39 

仏 CAC40 4494.94 +73.07 
独 DAX 9724.26 +97.77 

ストック欧州 600 指数 348.89 +3.92 
ユーロファースト 300 指数 1400.99 +15.50 
スペイン IBEX35 指数 11100.10 +213.30 

イタリア FTSE MIB 指数 21419.39 +587.43 
南ア アフリカ全株指数 52081.22 +391.52 

                                                     (出所：SBILM) 
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≪欧州株式市場≫ 

欧州株式市場は、 ECBが利下げと 10月からの資産担保証券（ABS）買い入れを発表したことが好感され、主要株価は堅調な動き

となった。 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

1：00 

米主要株価・中盤 

ダウ 17124.37（+46.09）、S&P500 2007.21（+6.49） ナスダック 4590.48（+17.92) 

 

≪欧州のポイント≫  

①英中銀は、予想通り政策金利を過去最低の 0.50％に据え置いた。また、資産買い入れ枠も 3750億ポンドに据え置いた。そして、

今月償還を迎える 144億ポンドの国債を再投資すると明らかにした。 

 

②スウェーデン中銀は、政策金利のレポレートを予想通り 0.25％で据え置いた。そして、来年末に利上げを開始するとの予測も

据え置いた。将来の金利予測についても、据え置きを予想する声が大多数だったが、一部では、利上げ開始時期を先送り可能性

があるとの見方も出ていた。中銀は、先月低インフレに対応するため、予想を上回る 50bpの利下げを決めている。 

 

③ユーログループのダイセルブルーム議長は、ECBが 6月に打ち出したデフレリスク阻止に向けた一連の措置について、効果を見

極めるにはまだ時間がかかると指摘した。議長は、欧州議会の経済金融問題委員会で「われわれの分析では、6月の措置はまだ十

分考慮されていない。的を絞った長期資金供給オペ（TLTRO）など同措置の結果はまだ出ていない」と述べた。ECBは、6月政策

金利を過去最低に引き下げるとともに、TLTROを含む一連の追加支援策を発表した。TLTROの第 1弾は 18日に実施される。 

 

④スペインが実施した 10年・30年債の入札で目標の上限である 30億ユーロ（39億 4000万ドル）を調達した。利回りはともに

過去最低となった。2024年 10月償還債は 23億ユーロを発行。平均利回りは 2.272％（前回 2.686％）と低下し、応札倍率は 1.8

倍（前回 2.1倍）となった。また、2044年 10月償還債は 7億 1400万ユーロを発行。平均利回りは 3.594％（前回 4.043％）、応

札倍率は 2倍（前回 1.8倍）となった。 

 

 

≪ NY債券市場 ・午前≫ 

序盤のニューヨーク債券市場は、8月の米 ISM非製造業景況指数が市場予想に反して改善したことで、米景気が堅調に回復してい

るとの見方が広がり、安全資産とされる米国債の売りが先行した。また、ECBの利下げにより、欧米の株価が上昇したことも投資

家のリスク志向を強める要因となり、米国債の売りを促した。  

 

午前の利回りは、30年債が 3.21％（前日 3.14％）、10年債が 2.45％（2.40％）、7年債が 2.15％（2.10％）、5年債が 1.72％

（1.68％）、3年債が 0.99％（0.96％）、2年債が 0.53％（0.52％）。 

 

1：35 

≪ 要人発言 ≫ 

メスター・クリーブランド連銀総裁 

・「政策の正常化でボラティリティが高まる」 

・「資産購入は今秋終わると予想」 

・「失業率は 2015年末までに 5.5％へ」 

・「2014年下期と 2015年は 3％成長へ」 
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3：30 

NY金は、中心限月が前日比 3.80ドル安の 1オンス＝1266.50ドルで取引を終了した。 

 

4：10 

NY原油は、中心限月が前日比 1.09ドル安の 1バレル＝94.45ドルで取引を終了した。 

 

主要商品 終 値 前日比 

NY GOLD 1266.50 -3.80 

NY 原油 94.45 -1.09 

                       (出所：SBILM) 

 

≪ NY金市場 ≫ 

ＮＹ金は、ECBが利下げを決めたことからユーロ売り・ドル買いとなったことから、ドルの代替資産とされる金を売る動きが優勢

となった。また、欧米の株価が上昇したことから、投資家のリスク選好の動きとなったことも圧迫要因となった。 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

≪ NY原油市場 ≫ 

ＮＹ原油は、ECBが利下げしたことにより、ユーロ安・ドル高が進んだことや、米石油在庫統計で原油在庫が市場予想ほど減少し

なかったことから、売りが優勢となった。 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 17069.58 -8.70 17161.55 17030.12 

S&P500 種 1997.65 -3.07 2011.17 1992.54 

ナスダック 4562.29 -10.28 4603.15 4553.31 
(出所：SBILM) 

 

 

 

≪米株式市場≫ 

米株式市場は、ECBが理事会で追加利下げなどの景気刺激策を打ち出したことを受けて、欧州の主要株価が上昇したことを好感し

て、序盤から堅調な動きとなった。また、その後に発表された米サービス業関連の軽指標が予想を上回る結果となったこと受け

て、一段の上昇となった。しかし、引けにかけては下げ幅を縮小する動きとなり、マイナス圏まで下落して引けた。ダウ平均株

価は、序盤から堅調な動きとなり、一時前日比で 83ドル高まで上昇したものの、その後は米雇用統計を控えてポジション調整の

動きも見られ、マイナス圏まで下落する動きとなった。 

 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

主要通貨 NY 終値 NY 高値 NY 安値 

USD/JPY 105.22 105.38 104.79 

EUR/JPY 136.16 137.10 135.96 

GBP/JPY 171.86 172.63 171.77 

AUD/JPY 98.37 98.59 98.21 

NZD/JPY 87.41 87.65 87.26 

EUR/USD 1.2942 1.3049 1.2920 

AUD/USD 0.9350 0.9393 0.9344 

                                  (出所：SBILM) 

 

 

 

 

 

 

 



 

                       
 

12 
 

≪外国為替市場≫ 

外国為替市場は、序盤に発表された ADP雇用統計が予想を下回る結果となったことから、ドルが軟調な動きとなった。しかし、

その後に発表された製造業関連の経済指標が予想を上回る結果となったことや、利下げ発表を受けてユーロが対ドルで大きく下

落していたことから、ドルは堅調な動きとった。一方、ユーロは利下げ発表を受けて、大半の主要通貨に対して下落する動きと

なった。 

 

 
 (出所：ブルームバーグ) 
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